埋却地としての土地利用承諾書（例）

○○○○（以下「甲」という。）は、甲が所有する土地について、○○○○（以下「乙」 という。）が家畜伝染病法予防法（飼養衛生管理基準）に基づく殺処分家畜や家畜伝染病の病原体により汚染し、又は汚染したおそれがある飼料等の物品（以下「家畜等」という。）の埋却地として利用することについて、以下の内容で承諾します。

１　土地の表示、面積及び利用状況
　　山口県○○市○○町○○○○番地　　　 ○,○○○ ㎡　　　放牧地

２　埋却地として利用する際の賃借料
埋却地として利用する際の賃借料については、別途協議するものとする。
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３　埋却に要する経費
埋却に要する経費については、乙が負担するものとする。

４　埋却した家畜等の取扱い
家畜伝染病予防法では３年間の発掘禁止期間が定められているが、期間経過後も家畜等の発掘は行わないこととする。

５　利用期間及び引き渡し条件
　　発掘禁止期間の３年間を利用期間とし、乙が責任をもって管理する。甲へ引き渡す際の条件（埋却作業により地表に現れた石礫の除去等）については、別途協議するものとする。

６　有効期間
　　この承諾書の有効期間は定めないこととする。ただし、３か月以上の予告期間を設けて相手方に通知することにより、本承諾書を解除することができる。

７　疑義の解決
　　この承諾書に記載されている事項について疑義が生じた場合又はこの承諾書に定めのない事項については、甲乙協議の上、定めるものとする。

令和○年○月○日
　　　　　　　甲　山口県○○市○○町○○番地
○○　○○

乙　山口県○○市○○町○○番地
○○　○○
